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１．はじめに 

全球降水観測 (GPM) 計画が始動してからおおよそ 10

年が経つ．そこで GSMaP が実際にどれ程正確に降水量

を測定出来ているのかに興味を持った．そのことについ

て調べる為に沖縄県西南西に位置する多良間島に着目し

た．多良間島を観測点に選んだ理由は島全体が隆起サン

ゴ礁により平坦で河川や山が殆ど無くそれらによって起

こる降水の要因を考える必要がないと考え，より単純に

降水量を比較できると考えたからだ．この研究を通して

の目的は，降水量を測る正確性を向上させることだ． 

実際に正確な降水量が分かると，災害の予測や向上に

も関係すると考え，強い必要性を感じた．今回発表する

のは中間発表であってこれからも引き続き調べていきた

い． 

 

２．研究の方法 

 多良間島において，AMeDAS（以下 JMA）と GSMaP 

の 2020〜2024 年のデータを月ごとに比較した．顕著に

差異が確認された年の月については更に細かく日毎に確

認した．多良間島上空の雨雲についても観察した． 

月 

図 1 2024 年の月別降水量 

日 

図 2 2024 年 3 月の日別降水量 

 

３．結果・考察 

2020〜2024 年のすべての年で GSMaP と JMA のデー

タに強い相関がある事が確認されたが，図 1 で 2024 年

の月ごとに比較したように GSMaP は実際には正確に降

水量を測れていないということが確認出来た．一つの要

因として GSMaP が観測している雨雲を考えた．雨雲を

観察するのと同時により細かい視点でデータを参照する

ために特に GSMaP のデータと JMA のデータとに乖離

があった 2024 年 3 月の降水量を日毎に比較した(図 2)．

すると，地上からだと強い雨も捉えられていても (図 3) 

衛星からはたいして強い雨でさえ捉えられていない (図

4) ことがわかった (図 3，図 4 は両図同じ縮尺で赤点は

多良間島を指す)． 

 

 

図 3 地上からの気象レーダー（2024 年 3 月 11 日） 

 

 

図 4 GPM が捉えた雨雲（2024 年 3 月 11 日） 

 

４．おわりに 

 多良間島での観測結果から衛星から捉えている雨雲が

地上から捉えている雨雲と同期していない事がわかった． 

 なぜこのように衛星からと地上からによって観測に差

異が生じるのかの原因を引き続き調べると同時に，改善

することでこの差異をなくし，予測や対策を向上させる

ことはもちろんのこと最終的に災害による被害を減らし

たいと考えている． 
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